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ま
つ
り
 岡
垣
の
 マ
ス
コ
ッ
ト
が
 8
 月
 1
 日
の
 花
火
大
会
 

の
 納
涼
イ
ベ
ン
ト
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
 
 
 

そ
の
名
は
 、
 雄
が
セ
レ
ナ
く
ん
 、
 雌
が
 セ
レ
 ス
 ち
ゃ
ん
。
 

町
内
の
小
学
生
か
ら
計
四
百
三
十
六
件
の
応
 
募
 が
あ
り
、
 

Ⅰ
 み
 ・
す
 
し
 

山
田
小
学
校
 5
 年
の
出
水
生
板
さ
ん
の
案
が
 採
用
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
命
名
の
由
来
は
 、
 "
 
セ
 "
U
 成
長
 。
 "
 レ
 "
H
 
礼
 

儀
 正
し
い
。
 

"
 
ナ
 "
H
 
何
で
も
乗
り
越
え
る
 力
 。
 "
 ス
 "
U
 

ス
ク
ス
ク
伸
び
る
。
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
 
の
で
す
。
 

「
 岡
 垣
の
海
岸
に
海
が
め
が
帰
っ
て
こ
な
い
 
年
 も
あ
る
 

け
ど
、
囲
垣
生
ま
れ
の
ボ
ク
た
ち
を
 
よ
る
し
 く
ね
 @
 

と
 

セ
レ
ナ
く
ん
。
 

セ
レ
ナ
く
ん
も
セ
レ
ス
ち
ゃ
ん
も
、
納
涼
 
ィ
 ベ
ン
ト
の
 

後
は
 、
 夏
の
夜
空
を
彩
る
三
千
発
の
花
火
を
 
満
喫
し
ま
し
 

た
 

/
 

リ
，
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に
こ
の
 
岡
 垣
の
地
に
会
し
ま
し
た
。
 

 
 

今
月
ほ
そ
の
様
子
と
何
の
下
水
道
事
業
に
つ
 

い
て
紹
介
し
 

ま
 す
 。
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計
画
を
審
議
・
議
決
。
そ
の
後
、
事
業
 

化
の
確
保
や
拡
大
な
ど
国
へ
の
大
会
要
 

全
国
町
村
 

望
 吉
を
決
議
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
 

下
水
道
推
進
協
議
会
っ
て
 、
 何
 ・
牡
の
宇
 

岡
垣
 
海
鳴
り
大
鼓
が
登
場
。
大
会
に
 

華
 

を
 添
え
ま
し
た
。
 

こ
の
協
議
会
は
全
国
の
下
水
道
事
業
換
も
事
業
 

の
 一
つ
で
す
。
 

 
 

を
 実
施
、
ま
た
は
計
画
中
、
も
し
く
は
 

全
国
の
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
支
部
 

検
討
中
の
町
村
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
（
四
十
七
 

支
部
一
と
し
て
構
成
さ
れ
て
 

嵐
礒
拝
 

す
 。
会
員
数
は
 

、
ニ
 
、
 0 五
一
町
村
で
 お
り
、
福
岡
県
支
部
は
、
会
員
数
四
十
 

下
水
道
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
 

目
 

一
の
町
村
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
 

、
 R
 一
 

 
 
，
べ
 
・
 
ト
 ・
Ⅱ
 

的
に
、
そ
の
規
模
・
地
域
な
ど
の
実
情
 

Ⅰ
Ⅰ
 

の
 県
支
部
長
は
岡
垣
町
長
が
な
っ
て
 

い
 

に
 応
じ
た
効
率
的
・
経
済
的
な
整
備
 

万
 
ま
す
。
 
ま
 た
 、
全
国
の
理
事
十
五
名
の
 

う
ち
九
州
地
区
の
理
事
と
し
て
も
 

岡
垣
 

法
 に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
 

い
 

ま
す
。
ま
た
、
情
報
・
資
料
な
ど
の
 

交
 
町
長
が
 
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

 
 

  

Ⅰ
 
"
.
 

ル
で
 
全
国
の
理
事
，
支
部
長
合
同
会
議
 

経
営
に
つ
い
て
討
議
 

が
 開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

)
 
Ⅰ
・
 
l
 

占
 
 
 

午
後
か
ら
は
、
研
究
会
議
と
し
て
 

パ
 

Ⅰ
 
 
 
 
 

不
 ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
 

パ
 

全
国
の
 

Ⅰ
 

町
村
下
水
道
関
係
者
 が
 

秋
田
県
岩
城
町
の
前
川
 

盛
 

太
郎
町
長
、
富
山
県
大
山
 

W
 の
 飯
 幸
夫
 

囲
垣
に
集
結
 

W
 長
 、
福
両
県
建
築
都
市
部
の
飯
田
徹
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岡
垣
町
の
下
水
 

Ⅰ
 

岡
垣
町
の
下
水
道
は
、
公
共
下
水
道
事
業
・
 

農
 業
 集
落
排
水
事
業
 

漁
業
集
落
排
水
事
業
の
三
つ
の
事
業
で
構
成
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
現
在
ま
で
の
経
緯
 

と
 今
後
の
展
望
に
つ
 

い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

  

 
 

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
相
年
に
 

八
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
下
水
道
基
本
 

計
 

公
共
下
水
道
事
業
 

画
を
作
成
し
、
昭
和
 

葵
 年
度
に
都
市
 

計
 

海
老
津
駅
を
中
心
と
す
る
東
部
地
区
画
決
定
を
し
 

ま
し
た
。
 

で
 宅
地
開
発
が
進
行
す
る
に
 

つ
 れ
、
 
人
 

昭
和
㏄
 
年
 度
 に
第
一
期
工
事
と
し
て
 

ロ
の
 
増
加
と
と
も
に
河
川
の
汚
濁
が
進
一
八
五
ヘ
ク
 

タ
ー
ル
の
事
業
認
可
を
受
 

み
 農
業
用
水
に
も
影
響
が
生
じ
る
よ
つ
け
、
 

岡
垣
 
町
の
下
水
道
が
ス
タ
ー
ト
し
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マ
ヒ
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v
 ノ
 
町
浄
 

水
垣
 

ト
岡
 

孟
罎
ね
 

町
の
西
部
地
区
は
、
農
業
振
興
地
区
 

で
あ
り
農
業
用
水
の
水
質
改
舌
や
処
理
 

水
の
再
利
用
も
視
野
に
入
れ
た
農
業
集
 

落
排
水
事
業
を
計
画
し
、
平
成
 8
 年
度
 

に
事
業
採
択
を
受
け
ま
し
た
。
整
備
面
 

積
を
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
処
理
人
口
を
 

二
千
七
百
八
十
人
と
し
て
 管
 工
事
を
順
 

次
に
進
め
て
い
ま
す
。
 

  

農
業
集
落
 

排
水
事
業
 

ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
平
成
 3
 年
 3
 月
に
供
用
開
 

始
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
工
事
は
、
 

都
市
計
画
決
定
の
変
更
や
事
業
認
可
の
 

変
更
な
ど
を
経
て
順
調
に
進
み
、
平
成
 

9
 年
度
末
に
は
整
備
面
横
を
三
八
九
ヘ
 

ク
タ
ー
ル
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
下
水
 

道
普
及
率
は
、
六
十
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
。
 

水
洗
化
率
は
九
十
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
㏄
年
 3
 月
に
は
、
全
体
計
画
の
 

見
直
し
を
行
い
、
整
備
区
域
を
九
六
二
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

処
理
場
は
、
面
積
を
六
千
平
方
 
メ
｜
 

ト
ル
と
し
て
、
今
年
度
に
用
地
買
収
、
 

平
成
Ⅱ
年
度
に
供
用
開
始
の
計
画
と
し
、
 

平
成
Ⅳ
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
マ
了
 
定
 

で
す
。
 

 
 

ぬ
業
 集
落
 

排
水
事
業
 

W
 の
西
部
地
区
の
農
業
振
興
地
域
に
 

隣
接
す
る
形
で
波
津
漁
港
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
漁
港
周
辺
を
対
象
に
水
産
庁
所
管
 

の
 漁
業
集
落
排
水
事
業
を
計
画
し
、
 承
 

認
を
今
年
度
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

整
備
の
面
積
を
二
二
 
ヘ
 タ
タ
ー
ル
。
 

処
理
人
口
は
千
三
百
六
十
人
と
し
て
い
 

ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
処
理
場
は
、
農
業
集
落
 

町
の
下
水
道
整
備
事
業
が
市
街
地
か
 

ら
 、
そ
の
周
辺
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、
 

今
後
は
今
ま
で
の
よ
う
に
急
激
な
普
及
 

率
の
上
昇
は
望
め
な
く
な
り
ま
す
。
 茸
 

用
 ば
か
り
が
か
か
る
と
い
う
思
い
に
か
 

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
下
水
道
整
備
は
 W
 

民
の
皆
さ
ん
の
熱
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
 

り
 、
社
会
資
本
の
充
実
の
尺
度
と
も
 言
 

え
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
、
近
年
の
厳
 

し
い
財
政
改
革
の
中
に
お
い
て
コ
ス
ト
 

の
 縮
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
処
理
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
で
 

も
 極
力
、
調
査
研
究
に
努
め
少
し
で
も
 

安
く
と
い
う
認
識
で
検
討
が
必
要
で
す
。
 

若
い
世
代
の
定
住
化
を
図
り
、
町
を
 

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
 

効
率
的
な
下
水
道
整
備
促
進
を
図
っ
て
 

い
き
ま
す
。
 

町
の
下
水
道
事
業
の
 

ダ
 
今
後
は
 

c
:
 

し 固持 ド 
てで 水 
い す 事 
ま 。 某 

す整と 
。 4% ソ又 
完わ 
了せ 
をた 
平処 
成理 
18  を 
年す 
度る 
と 吉士 
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  " レ 処分場へ描出 

水分を @ らし汚泥且を 少なくします   分解され無官な 消化汚泥とメタンガスに 分かれます   やすくし処分できるようにします。 
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で
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点
 
っ
 
ガ
 
み
ど
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大
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集 れ 回 町民文化集り     

  出場昔を募集 0 ていき す 子供たちは 小さな芸術家   
おはようスケッチ 大会 

夏休みに入ったばかりの 7 月 20 回、 岡 垣 サンリーアイふれあ い広場 て 
「おはようスケッチ 大会」が開かれま @, た 。 
これはふるさと 塾 " じゃあ る " が企画したもので、 会場には朝から 親 

子連れや小・ 中学生など 300 人を超える人たちが 集まり、 画用紙に向かい、   
思、 い   思いの風景を 描いていました。 """" 騰 "i""   
子供さんと参加したという 高橋まり子さん ( 吉木 ) は、 「今年の夏の 目 
標は、 町の行事に数多く 参加することです。 今日のスケッチ 大会も楽し 
みにしていました。 やはり子供は 発想が豊かでのびのびと 楽しんで描い 

  口づ弓 練習したここ、 創作したものの 発 ているようです。 - と 語っていました。 

  して、 町民の皆さんの 多数の参加 
i しています。 

成されたもので、 - 私たち " じゃあ 町職員を含めて ㍗は 、 町の イ 18 人 メ 一レ ジま づす 。 く 千 0 委供 貝 と 会大 の入 が メ 、レ ノ、 ノ り く 一 し で ょ 小 糸ー 吉 -- 
楽しめるイベントをということで 企画しました。 今後も様 く 々なことに 取 

） ） t0 同 31 日 @ 土 ) -11 月 3 口け り り 組みたいと思っています。 ． " と ふるさと 塾 " じ やあ る。 の太田 強 会長 

( 千野 ) 。 小さな芸術家による 力作は、 9 月上旬駅双ぎゃらり 一で展示さ とこう 岡垣 サン リー アイ     
( ダン " ス " は中央公民館 ) れます。 ( 入賞者の発表は 、 1..@ ぺ ー ジに 掲敢 ) 

0 募集部門 
・作品の部 書道、 陶芸、 絵画、 ちぎり絵 
など 

- . 芸能の都 日舞、 民謡、 三味線、 詩吟、 
  ダンスなと       ト ・ 
，歌唱の部 ， ゲ   

ノ，   臼 
  

・歌謡の部 @ 臥、 ，       / / 、 。 " : ピ ュ       
  

ラ 一など   

，パザ 一の 部 食べ物、 手芸品，加工品 
  
  

0 申込期間   

9  月 10 日 ( 才て )  -25 日 て金 )     

0 申し込み ， 問い合わせ 
ね蛾 -     

中央公民館 宕 2-8 2 一 0 1 6 2 

東部公民館 -%2 8 2 一 0 0 3 5     
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    僅 " 

く で平た引す う た も えたがれに ル はが 
す き 千日 。 き 。 -- 8 本 る 涙怒 ま さ 物 l 、 上   
と 解 ・ し をで も し年与 し 顔そ原 グの 

藷
り
絨
ど
 

越
孝
の
悲
惨
苦
 

戦
争
の
悲
惨
さ
を
子
供
た
ち
に
、
 

語
り
継
ご
 ぅ
と
 8
 月
 4
 日
、
中
央
公
 

民
 館
で
開
か
れ
た
親
子
読
み
聞
か
せ
 

教
室
で
、
紙
芝
居
 
"
 
お
こ
り
地
蔵
 "
 

参加する人も 読 C 人もめれな友達。 こ 
のコーナーてひとつになって 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は．そんな 願いを 
込めに読者のぺ ー ジです。 
楽しかったこと、 悲しかったことから 
地区の活動まで、 まに、 イラ ズト ・ 4 コ 
マまんが・俳句・ Jl@ などの作品もお 待 
ちしていまする 
応募 先 / 〒 8l1-4233 岡垣町大字野間 697 
- l 岡垣町役場地域振興 謀 ・広報「 ど く 
しゃの 私婁箱 」 係 / 

Ⅹ応募はかきにほ - 「住所・氏名 ( 紙上匿 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をお 忘れな 
く。 
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両
 
恒
川
柳
 

会
 

た
め
の
住
民
投
票
を
 

 
 

っ
た
 

見
合
い
て
ゑ
味
 

婚
 

 
 
 
 
-
0
 

工
藤
能
雄
 

I
5
 

 
 

少
子
・
高
齢
化
社
会
の
加
速
と
い
う
て
灰
皿
に
男
の
 

私
は
合
併
に
よ
り
、
 

議
 
貝
の
削
減
、
一
念
入
り
な
化
粧
一
仏
庫
を
買
っ
て
 

自
由
し
ぼ
ら
れ
る
 

 
 

重
い
課
題
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
 

中
村
ナ
ヲ
 

 
 

社
会
経
済
環
境
の
変
革
を
現
時
点
で
 

考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
 

Ⅰ
 0
 
町
が
手
を
合
わ
せ
て
 

伊
達
節
子
 

 
 

 
 

 
 

末
松
 
碧
 

W
 
議
会
で
過
半
数
の
賛
成
が
な
け
敗
戦
の
日
も
知
 

ら
ず
し
て
兵
は
逝
く
 

三
宅
敏
夫
 

岡
垣
乳
垂
 

俳
句
会
一
 

@
 

 
 

 
 

 
 

児
島
清
子
 

Ⅰ
 

 
 

ど
う
か
、
早
く
こ
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戸垂Ⅰ 后ヨ 圭一 ED さ "(23 歳・旭 日 ) 鱗 岡垣町役場職員 

今月のさわや ガ さんは、 ぜひ登場させてとの 
読者 ガら のファンレタ 一により、 役場健康対策 ぬ 
課 国保係の藤原さんの 登場です。 

! 用語コーナ一 ) 

Ⅰ仕事は、 どうですな ? "" "'" ",/  '"""T" 。 。 " レ 
"to@take@one's@breath@away" 

役場に勤めだして 今年で 2 年日になります。 
Phil:@ Wow;@ it@ has@ gotten@really@   hot@ hasn ， t@ it@ ?   

現在は、 健康対策課で 乳幼児・障害者・ 母 千家 

庭などの医療保険を 、 主に担当しています。 与 

えられた仕事も、 社会人としても、 まだまだ 勉 

強 中です。 
Ⅰ「 le . Ⅱ e はⅠ Ⅰ S I1 ピ と士「は @J1% け U Ⅰ l Ⅰ ど Ⅰ「 lH ⅡⅡⅡ 1l[1 アし V W Ⅱ Kn Ⅱ J じ し l@ し 

Ⅰ趣味は何で すガ ? 

ピアノをしています。 練習時間がなかなかと 

れませんが、   - 曲 ずっ弾ける曲が 増えでかくの 

がうれしいです。 一曲弾けるようになるまでに 
何日もかかったりして 嫌になることもあ ります 
が、 投げ出さずに 練習して、 弾ける よう になっ 

た 時、 嫌になっでいたのがうそのようにうれし 

い です。   

岡垣 W は生涯学習の 推進に取り組んでいます 

ので、 私もピアノをいつまでも 続けていこうと 

  苦 、 っています。 七 "   
Ⅰ今一番や _? てみたいことは ? 

時間がとれたら ; 七海道を旅行してみたいです。 

ヴ 岡垣町はどんな 町 だと思います ガ ? 

人口も 3 万人を超え、 美しい自然と 調和しで、 
活気づ い ている岡垣町は 、 必ず " かけがえのな 

い ふるさどになりえるまちだと 思います。   
水ゅ 全山 ょ ゑ か 街 に柳 福 岡 せ 短 所 十 草 枕 
撒く 日 の 風心 柱 角 梓か ォ it. 垣 せ 研 屋 薬 刈 @  の 

き り と め 頬は 幸の さ げ 良に ら に は を つ 半 
な な い ぐ に い 湯花 し ゆ い 長 ぎ   占   ナ峯 活 て 月 

が く         心つ に 坤 席 -  8 と 弄 0  字 湘 ， く   %  台 

ら 立 日 蕃 地か 変 も 刈 し   思 の 奏     る - な し 

し ち は に よ 辿 れ侍 り て つ 亀 つ， 願 イ 王 明   る 仝 
ばた 采染 く じ れの 井水 青 てが る い 処 治 水 看 歓 

来     
石 し の 橋ゆ 二面 愚老 た 々 ぎ ・短 古 と 杉 労神 6 差 く 官制 
丸む 懐本 く 度 村 告示 

か な と じ谷 た て木 い 百 宅 ・ 歌       ふ 
し和 り な光 り 和 つ合 6 合 黄老 昔 人 芳 合 唱 さ 

湧 く 千 き代 そ子 し子 漱 氷人 子 代 恵 子 子 ゑ， 

killer   

( ええ、 本当に。 その上、 日本の夏は非常に 蒸し暑いね。 

暑さは耐えられるが、 湿気は恐ろしい 害を及 はす 物だね。 ) 

Ph 廿 :: Why don,t we go to the beac Ⅱ ?   

( 海に行こ うか ? ) 

Kylie;@ Good@idea ・ Let ， s@ stay@until@ late ， I@ saw@the@sunset 

] 且 s 屯 week  援 nd  l 七七 00k  my  b て ea 七 h  away   

( い い考え。 ねえ、 遅くまでいよう。 先週のすばらしい タ 

排 @ キ 右目 で 仮晩甜 @l かチ ) 八 ) 

‥ to take one" ち bFeath awaY れ = Ⅰ o be @mpressed bV 

somethinnq magnificent   

息を呑む 才 すばらしい物に 感動する 

翻訳 : キャサリン・ ヒダ ビ 一       
ノ 
  

O
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嘉田町の庫ざん 

夏の岡垣町へようこそ ガ 
～真田町国内留学受入れ 事業『ふれあ い i n 囲垣』～ 

  

岡垣町ひとつくり 推進事業の一環として、 実施している 国内短期留学事業 出会い 
( 長野県真田町との 交流 ) も 8 年目を迎え、 今年は真田町から 小学生 25 名 とス ふれ ; 
タッフ 5 名の 30 名が、 7 月 30 日から 8 月 4 日の 6 日間岡垣町にやってきました。 

学て 
海老 漢 小学校との学校交流会や 少年自然の家「玄海の 家」での交流キャンプ 

またホストファミリーとのふれあ いなと 岡 正の夏を思いっきり 満喫し、 たくさ 

んの思い出を 胸に真田町へと 帰っていきました。 
  

今回は、 その様子をお 届けします。   

  
  

ホストファミリー 

と 対面 
「よろしくね ソ 」 

あ いさつ 

    仁 圧 
  

「ジャンケン 列車 r 
 
 

/   
  

  

干 ヤコブⅠ り辞示冶 。 

みんな 糞っ 臆に 
日焼けしました 

4 、 ㌧ 

① 

  い体験は、 いつまでも忘れ 
ることのできない 思い出と 

して心に残ることでしょう。 

距離は遠く離れていますが、 

もう一つの家族として 心の 

つながりを大切にさらに 交 

流を深めていただきたいと 

ⅠⅠ怠います。 ノ 



  
薄力粉 45 ク 0 中 力粉 45 タ 0 モロ ヘ 

ヤ 粉末 3 ク 0 砂糖 10q  0 塩小さじ 

0 炭酸小さじ % 弱 0 水 55cC 

柑   料を全部合わせて、 耳たぶ くらい 

麺棒 " 巳申 ばし " Ⅰ 、 厚さ 2mln 、 長さ 5cm 

中温よりやや 低めの油でカリッ とす 

ツ 20 タ 0 砂糖小さじ 1 @1% 杣人   

0  吏紫は色 よくゆでて lclu 長さに 切         

0  もやしは サッと ゆでて適当な 長さに 
切って絞り、 刀く 気をとる。 

0  ピーナ   ソ は ナ。 摺 ば 鉢 ち ですり、 砂糖しょう 

油と 合わせ、 00 と混ぜ合わせる。 

栄養的に優れ、 薬学的効用を 持っ野菜 

を 一般に「健康野菜」と 呼びます。 健康増進 

冷 も平感覚冷やさら 誌、 べ 、え ・ も @-- @ 。 一一 
  

気が 

な く ちて 冷 きのれ 台       ク Ⅰ 
ⅠⅠ え 
ぷ 
日   

筋 ・ と こ 、 近しき く を   
梗 ， 、 し 生く び まな 起室   
塞 ・ 慢ま理 なれ すり こ内 
や 。 性す 捕る     

四四 

、 す外 
千 曲 。 な 、 のそ 血 と の 

? つ 丹 心 
@ 

宮 な夏 どさ ぽ この 、 ・ 温 

宙 
ふくらはぎも め   
ふくら ほ ぎを足首から 

  
びざ のほうへ向か コて     
両手でなで上げるように 

) 足の菓もみ 

  
両手の親指 在 便って   

してマッサージ。 両足 
両足の虫をまんべんな 

と も 同様に狂った 血流 
く マッサージ。 足の衷 

  血行を良くし、 心臓の負 にも全身のツボが ていねいにもみほぐす 車中。 
担を軽くする 
  自律神経のバランスを 良 

くする 
    ソボ押 し 効果で内臓の 働 

きを良くする 

よくもみほぐす 

  
  
Ⅹ Ⅰ 

左足の槻指の 根元を持ち   
軽く押し込むように 時計回 ぞうきん絞り 
り にゆっくりと 回す。 l 本 ぞうきんを絞るように 左右の手を反対方向に 
の指在 l-3 分程度。 これ はじるようにして、 小く l,j はぎをもみます。 

を 順次に小指まで。 両足とも、 筋肉の式張をほぐして．血行がよ 

くなります。 

く で 女あ 可腫   
の 、 せ り で 

    
。 無体しの え起 

由香 山めり 行の " そ のかのが大倫泰ズ に の もが " 栄り な 質や 変 一し 

せ
 

せ
 

ハ
し
 

O
 



    

長月のもよ 右 し、 ， 俺し丑甘     
該当する児童はもれなく 受診してください。 

甲 " 

    
雛廿北さ     

                    一 一 丁 l@-il. Ⅰ 戸 @@0 @@ 上 如 B ィ 開 Ⅲ佳 l ）の ノ u Ⅰ し 

悪質商法には 
    
言葉巧みに消費者を 誘い込み、 お金をだまし 
取る悪質商法。 その巧妙な手口は 最近ますます 多様化し、 被害か多 
発しています。 被害に遭わないためには、 その手口を知っておくこ 
と、 そして、 はっきり - いりません コと 断ることが重要です。 

Ⅰ 高 偉者に多いトラ ル 姑に 多いトラブル 

臨
月
、
 

嬬
槻
 

 
 
入
用
 

配
気
 

い
を
 

訪
 

 
 

は 、   点検に来たと 言っで新しい 
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ト
 
点
る
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ス
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し
 

D
 ）
 

ナ
て
 

@
 
つ
し
 

り
文
 

仝
 
冗
 @
 
圧
 

て
 
。
 

し
売
 

と
販
 消化器などを 売りつける = 点検 方 的に送りつけ 代金を請求する 押 

商法。 送りつけ商法。 

( ナ もし、 引う掛分 った・ 5.)   者に多いトラブル   

1 人 - 己悩まず、 くらしのアド   i 宣言占を受け、 言秀 
バ イザ 一にご相談ください。 

怠 
われるままに 出向 
  と 、 特典 つ きだ 

ぱ くらしのアドバイザー 坤 という会への 入会 

田中ミツ 子 ( 西南陽 ) 行 282-9210 を 長時間にわたっ 
て 勧められ、 高額 

良朋安手 ( 内浦 ) 呑 282-1282  な 金額を請求される 二 脅迫・ 困 
戸田智子 ( 野間一 ) 呑 282-0632  悪行為。 路上で呼び止めて 契約 

種村泰子 ( 南山田 ) 呑 282-1082        に持ち込むキャッチセールスや アンケート商法。       
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  ' ⅠⅠⅠ " Ⅱ "  ,   
主席指定                             

婁 ; 克 。 、 ． 。 ，   捷 

ク 町民武道館 呑 282 一 6111 ク 中央公民館 宕 282 一 0162 
クはい の 里 ・社会福祉協議会 で 圭 283 一 2940 束 ク 郭公民館 呑 282 一 0035 
ク 囲垣サソリーアⅠ 呑 282 一 1515 ク 西部公民館 呑 282 一 7476 
ク シルバ一人材 れノタ 一 %282 一 4688 ク 在宅ⅠⅠ 護 支援センター 呑 282 一 5167 

刮法笘 ㌔大晦 
①㈲㈲                         
《幼児部門 丹 
大 賈 二 坂田涼子                     
優秀 甘 丁石田将 善 ( えびっ 幼 )     
審査員特別 賈 = 石田 峻祐 ( 第一助 )   
ふるさと 賈 = 高楠元紀子 ( 中央 幼 ) レ             ユ ， " ;"   
凍梨華 ( えびっ 幼 ) レ 本山 側 ( えび     美 ( 中央 幼 ) レ 石田洋平                                     だ中   
( 小学校低学年部門 ) 

さ !     
し @ 

大 賈二室井信人 ( 吉小 1 )   6 ト 後 
優秀 費 = 矢ケ部 孝志                           Ⅰ " ・ よ N 、 @  @  一二 缶 "@ @ @ 
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象 
    ）   
ア る l 千 ォ     
せズ           
                楽生   だは 楽 楽 の   が日 
さ いい 問 ジ 田楽 へ月 
。 ま ヤ Ⅱ 茸 てう 戸   18     
2 勝中中限Ⅹ 以 0 者 0 玉 0 受 通夜 

  ヒ 被毛 腎透夜給 化け 夜   
域間 付 がほ人のを機を 一格 丁 れに 

、 で問垣 月 

者   2 票 30 時 
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灸日月の納期     

●国民健康保険 税                                           4 期分 

●下水道受益者負担金                               2 期分 

●国民年金保険料                                           9 月分 

●保育 料                                                                   9 月分 

●打首住宅家賃                                                 9 月分 

/" 甘 
ハ Ⅰ 

女 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいの 里 ) 

nl . 25 日、 13:30 一 16:00 

●行政相談 ( いこいの 里 ) 

11 . 25 日、 13:30-16:00 
●法律相談 ( いこいの 里 ) 

11@H 、 13:30-16:30 
来電話予約が 必要です。 呑 283-2940 へ 

●人権 相談 ( いこいの 型 ) 

HI 回 、 13:30 一 16:30 

●教育色話相談 ( 教育委員会内 ) 呑 282-4884 
。 毎週月・ 水 ・金曜 ) 9: ㎝ 一 17: ㏄ 

  

涛 休日・夜間の 当番医は 
遠賀郡消防署 容 293-1231 へ 

  ぞの 教ズ， 巴 てく 、 診 #X なしても ま 月 - らズ -6 当行 陸な   
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  24( 木 )   高尾、 公園通り 旭西 、 胆中 、 担 東 、 旭市、 松 ケ台 、 
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  使秀賞 田辺 彩子 ( 山田Ⅱ v) 
竹之内 志 ( 山田Ⅱ v) 
木野田千晴 ( 戸切 Ⅱ v) 
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全国町村下水道推進大会を 記念し、 
ポスタ一の募集を 行ったところ 多数 
の応募があ りました。 各部門の最優 
秀立作品と使 秀 者を紹介します。 ( 敬 
称略 ) 

0 中学 1 年生の部 ・最優秀賞大嶋未知子 (Ra 垣中 ) 
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  優秀賞 魚住 幸代 ( 岡垣中 ) 
古野 友輝恵 ( 囲垣 中 ) 
  徳重 万里 ( 岡垣中 ) 
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  肛 秀貴             ( 岡 坦夷 中 ) 
立石真理子 ( 囲垣 中 ) 
萬焉 直美 ( 囲垣 中 ) 
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